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に

際

し

て

古
墳
が
上
代
の
遺
跡
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
我
が
国
の
様
な
住
居
遺
構
の
乏
し
い
場
合
は
叉
格
別
で
あ
る
、
古

墳
の
う
ち
に
地
上
で
は
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
古
い
時
代
の
文
物
が
最
も
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

和
歌
山
市
の
東
方
、
岩
橋
千
塚
古
墳
群
は
東
は
天
王
塚
か
ら
西
は
大
Ｈ
、
花
山
に
連
な
る
丘
陵
に
前
方
後
円
墳
を
交
え
た
大
小
五
百
有
余
基
の
古

墳
が
群
集
す
る
様
は
一
大
体
観
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
大
群
集
墳
を
作
っ
た
当
時
の
こ
の
地
方
の
繁
栄
を
無
言
の
う
ち
に
示
し
て
い
る
。

目
ま
ぐ
る
し
く
発
展
変
ぼ
う
す
る
都
市
づ
く
り
は
必
然
的
に
こ
の
静
寂
の
霊
地
を
も
そ
の
ま
ま
に
は
さ
せ
て
お
か
な
い
。
都
市
近
代
化
に
伴
う
土

木
事
業
は
そ
の
機
械
力
を
駆
使
し
て
古
墳
を
崩
壊
し
、
遺
跡
を
破
壊
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
あ
る
程
度
は
時
代
の
要
求
に
応
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

本
書
は
宅
地
造
成
工
事
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
の
報
告
書
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
古
墳
の
岩
橋
干
塚
古
墳
群
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
考
え
る
時
、

必
ず
や
古
代
文
化
の
究
明
に
大
き
な
貢
献
を
も
た
ら
す
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

調
査
に
当
っ
て
は
土
地
所
有
者
、
工
事
請
負
者
の
深
い
理
解
と
協
力
に
よ
り
破
壊
寸
前
に
事
前
調
査
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

又
、
県
文
化
財
専
門
委
員
渇
磨
正
信
先
生
は
じ
め
、
県
、
市
文
化
財
関
係
者
、
若
き
同
好
の
先
生
方
が
予
算
、
工
期
等
、
僅
少
を
も
よ
く
克
服
さ

れ
、
調
査
が
予
期
以
上
の
成
果
を
お
さ
め
ま
し
た
。
関
係
各
位
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

昭

和

三

十

九

年

二

月

教

育

委

員

会

本
　
　
新
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査
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過
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会
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会
教
育
係
長

″
　
　
　
　
　
文
化
財
担
当
者
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長

４
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調

査

協

力

者
　
和
歌
山

―ｌｒ
文
化
財
保
護
委
員

和
歌
山
県
文
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育
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な
お
、
発
掘
調
査
に
あ
た
●
ｔ
く
の
か
た
が
た
の
協
力
を
え
た
。

／
‐―
に
片
名

を
あ
げ
て
、
心
か
ら
感
計
の
意
を
表
し
ま
す
。

和
歌
山
県
立
大
成
高
■
学
校
郷
上
部

一
同
、
壷
井
公
彦
、
大
野
出
人
、

藤
本
良
平
、
西
川
泰
寺
、
石
井
十

一
、
田
口
千
志
子
、
林
あ
や
二
、
西

●
一内
青
年
会
、
山
田
山

一
他
八
名
、
西
垣
内
区
民

一
同

近
時
我
が
国
都
市
人
口
の
急
激
な
肝
帳
に
よ
っ
て
、
都
市
周
辺
の
昨
陵
や
山
総

が
削
ら
れ
、
工
場

・
宅
地
造
成
等
の
上
木
事
業
に
よ
っ
て
、
多
く
の
理
蔵
ｔ
化
‐１１

が
破
壊
さ
れ
、
又
破
壊
の
寸
前
に
あ
る
の
で
、
全
国
各
地
に
お
い
て

「岬
蔵
文
化

財
を
守
る
運
動
」
が
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。
木
県
も
矢
張
り
こ
の
例
に
も
れ

な
い
。
特
に
紀
ノ
川
河
口
に
あ
る
和
歌
山
市
の
後
背
部
は
、
古
墳
の
大
群
１ｌｔ
地
帯

で
あ

っ
て
、
既
に
昭
和
三
十
７‥‐
年
山
麓
を
削
り
取

っ
て
鳴
神
団
地
が
出

来
上

っ

た
。
こ
の
際
多
数
の
埴
輪
片
が
出
上
し
て
い
る
が
、
果
し
て
古
墳
の
餃
壊
さ
れ
た

も
の
か
、
又
は
埴
輪
の
窯
跡
で
あ

っ
た
の
か
、
そ
の
詳
細
さ
え
不
明
で
あ
る
。
こ

れ
は
本
県
に
お
い
て
稀
な
る
出
ｔ
＝
輪
で
あ

っ
て
、
考
古
学
上
に
も
問
題
と
な

っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
誠
に
代
念
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
和
歌
山
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
の
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
立
場
か
ら
、

又
、
故
谷
井
済

一
氏

・
梅
原
末
治
時
■
の
年
来
の
懸
案
で
あ

っ
た
岩
橋
千
な
を
中

心
と
す
る
古
墳
の
分
布
図
と
調
査
カ
ー
ド
の
作
成
を
昭
和
三
十
七
年
度
の
り
半
と

し
て
、
十
二
月
よ
り
二
月
に
及
ぶ
現
地
踏
査
を
行
な

っ
て
完
成
し
た
。
そ
め
結
果
、

い注
２
〕

大
正
十
二
年
の
調
査
を
合
め
て
約
五
百
余
基
の
古
墳
を
確
認
し
た
。

こ
の
調
査
の
実
施
中
、
花
山
丘
陵
の
一
部
が
理
立
用
の
採
上
と
宅
地
造
成
を
か

ね
た
工
事
が
行
な
わ
れ
た
。
■
■
は
花
山
丘
陵
の
西
南
部
よ
り
始
め
わ
れ
た
の
で
、

古
墳
の
所
在
地
に
は
関
係
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
工
事
は
次
第
に
山
鯖
よ
―，
―
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都
に
進
ん
で
行

っ
た
た
め
、
こ
の
ま
ま
工
事
が
進
め
ば
丘
陵
背
部
に
あ
る
古
墳
に

も
破
壊
の
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
て
、
土
地
所
有
者
と
和
歌
山
市
教
育
委
員
会
と
の
話

し
合
い
に
よ
り
、
工
事
を

一
時
中
止
す
る
と
共
に
、
緊
急
調
査
の
た
め
文
化
財
件

護
委
員
会
に
国
庫
――ｌｉ
助
を
巾
請
し
、
所
有
者
の
協
力
を
得
て
、
本
古
墳
の
緊
急
発

掘
調
査
を
実
施
し
た
。

又
調
査
終
了
後
、
昭
和
三
十
八
年
五
月
十

一
＝
文
化
財
保
護
委
員
会
か
ら
斉
藤

忠
博
ｔ
の
御
視
察
を
い
た
だ
き
、
調
査
に
対
し
種
々
御
教
示
を
得
た
こ
と
は
、
調

査
員

一
同
に
と
っ
て
は
感
銘
深
い
ち
の
が
あ

っ
た
。

最
後
に
こ
の
よ
う
に
し
て
本
県
で
は
初
め
て
の
国
の
補
助
と
土
地
所
有
者
の
１１１１

解
に
よ
っ
て
、
事
前
調
査
を
実
施
で
き
た
こ
と
、
更
に
前
記
の
諸
氏
の
絶
大
な
る

御
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
調
査
員

一
同
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

″洋
ｌ
一

「
平
城
京
を
護
る
運
動
」
を
契
機
と
し
て
文
化
財
を
護
る
運
動
が
各
方

面
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

〔
一
例

・′

「
戦
後
の
選
跡
破
壊
資
料
」
―
―
古
代
学
研
究
三
六
―
―

（古
代
学
研
究
会

一
九
六
二
年
九
月
）

″注
２
“
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
第

一
輯
―
―
和
歌

―――
県
、

大
二
十
二
年
―
―
参
照

Ｉ
、
花
山
古
墳
の
位
置
と
周
辺
の
地
形

和
歌
曲
線
の
田
井
ノ
瀬
駅
南
西
約
七
〇
〇
米
の
地
点
に
あ
る
花
山
は
、
高
さ
７ｆ‐Ｆ

抜
七
の
米
、
底
ＩＦｉｌ
積

一
平
方
粁
米
に
も
満
た
な
い
孤
立
し
た
小
丘
陵
で
み
る
。
中

央
構
造
線
の
紀
ノ
川
か
ら
す
る
と
南
岸
に
あ
た
り
、
丘
陵
の
地
盤
は
古
生
層
に
――１４

し
て
い
て
、
緑
泥
片
岩
質
の
岩
盤
で
あ
る
。

こ
の
丘
陵
の
南
に
は
、
大
Ｈ
山

・
前
山
に
続
き
特
別
史
跡
岩
橋
千
塚
占
壇
群
等

紀
北
に
お
け
る
大
群
集
墳
が
存
在
し
て
い
て
、
周
辺
は
紀
ノ
川
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
沖
積
平
野
が
限
下
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
訪
卜
連
の
古
墳
群
は
明
治
四
十
年
代
に
地
区
民
の
た
め
に
大

規
模
な
作
掘

が
行
な
わ
末
、
更
に
戦
時
中
こ
れ
い
の
丘
陵
に
要
塞
を
築
い
た
部
隊
は
、
い
た
る

所
に
防
空
壕
を
掘
り
、
あ
る
い
は
又
開
黎

・
最
近
の
宅
地
造
成
等
に
よ
っ
て
多
く

の
古
襲
が
破
壊
さ
れ
、
現
在
完
墳
と
―
′
て
保
存
さ
れ
て
い
る
数
は
非
常
に
少
い
状

態
で
あ
る
。

岩
橋
千
塚
古
墳
群
に
つ
い
て
は
、
既
に
大
二
十
二
年
に
調
査
が
さ
れ
、
特
別
中

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
指
定
史
跡
内
に
存
在
す
る
古
墳
Ｑ
ル
は
、
特
別

史
跡
岩
橋
千
塚

・
大
日
山

・
前
山
及
び
花
山
と
続
く

一
連
の
丘
陵
の
古
壇
数
と
比

較
す
る
と
、
約
四
分
の

一
に
も
満
た
な
い
数
で
あ

っ
て
、
和
歌
山
市
教
育
ヶ
ｌｌ
会

は
こ
の
企
貌
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
分
布
図
及
び
調
査
カ
ー
ド
を
作
成
に
た
。

こ
の
中
に
あ

っ
て
花
山
は
、
前
方
後
円
襲
を
含
む
四
〇
基
の
古
墳
が
確

認

よ
¨
れ

た
。
分
布
状
態
は
い
く
つ
か
に
分
れ
た
尾
根
の
背
部
及
び
支
脈
の
自
然
の
地
形
を

利
用
し
て
、
構
築
さ
れ
て
い
て
、
丘
陵
の
東
部
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。
孝
じ
イ

今
回
調
査
し
た
花
山
第
十
号

ル
ツ
汁
」
号
墳
は
、
南
に
つ
き
で
た
尾
根
の
た
脈
を

利
用
し
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

〔注
―
〕
表
紙

「
花
山
古
墳
所
在
地
図
」
参
照

″
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〔注
２
〕
和
歌
山
大
学
、
岩
橋
勉
助
教
授
の
調
針
に
よ
る
Ｔ

〔注
３
「
地
区
の
古
老
談
に
よ
る
。

〔注
１
〕
和
釈
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
第

一
輯
―
―
和
歌
山
県

。
大
Ｉ
十
二
年
―
―
参
照

〔注
５
〕
昭
和
三
十
七
年
度
和
歌
山
市
教
育
委
いｔｔ
会
主
催
。

〔注
６
〕
図
録
二

「花
山
古
墳
分
布
図
」
参
照

〔注
７
〕
札
山
古
墳
調
査
カ
ー
ド
メ
モ

劉
　
形

（伝
）
横
穴
式
石
室

―ＩＪ
筒
埴
輪

枇
穴
式
石
室
、
円
筒
埴
輪

一
破
　
壊

一
（伝
）
粘
土
椰
、
玉
類

一
″
　
　
一
竪
穴
式
石
室
、
須
恵
器
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Ⅲ

各

説

一
、
第

十

号

墳

前̈
方
後
円
墳
で
あ
る
が
、
元
来
は
石
室
が
．
一ケ
所
存
在
し
て
い
た
も
の
と
仮
定

し
て
、
Ａ
墳

・
Ｂ
墳
と
区
別
し
た
。

１
、
第

十

号

Ａ

墳

印

位

置

と

墳

丘

本
古
墳
は
今
回
調
査
し
た
支
脈
の
後
方
部
に
位
置
し
て
い
て
、
そ
の
突
端
部

の
自
然
地
形
を
後
円
部
に
利
用
し
た
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
測
量
の
結
果

″
注

―

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
主
軸
は
北
三
十
度
西
偏
ｆ
）前
方
部
を
ほ
ぼ
北
に
向
け
て

い
る
。
企
長
四
四
米
、
後
円
部
直
径
二
五
米
、
後
円
部
高
さ
二

・
七
五
米
、
前

方
部
端
巾

一
五
米
、
前
方
部
高
さ

一
・
七
九
米
、
前
方
部
頂
と
後
円
部
頂
と
の

比
高
は

一
米
で
後
円
部
の
方
が
わ
ず
か
に
高
く
、
所
調
柄
鏡
式
前
方
後
円
墳
で

あ
る
。

前
方
部
は
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
後
円
部
の
上
部
は
か
な
り
削
り

取
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
部
隊
が
要
宋
を
後
円
部
墳
丘
に
設
け
た
際

に
破
壊
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
現
状
で
も
古
墳
の
中
心
部
に
長
い
壊
が
残
存
し

て
い
た
。

〔注

３
”

ト
レ
ン
チ
は
三
ケ
所
設
け
、
Ａ
ト
レ
ン
チ
は
■
軸
に
そ
っ
て
巾
二
米
、
長
さ

四
六
米
、
Ｂ
ト
レ
ン
チ
は
後
円
部
中
心
よ
り
束
へ
巾
二
米
、
長
さ

一
九
米
、
Ｃ

ト
レ
ノ
け
「
後
円
部
南
の
す
そ
部
に
巾
二
米
、
長
さ
七
米
を
入
れ
、
そ
の
結
果
、

Ａ
ト
レ
ン
チ
で
は
、
後
円
部
の
中
心
部
よ
り
南
は
茶
褐
色
の
盛
上
即
ち
第
４
層

（第
十
号
墳
断
面
を
１
２
６
層
に
分
け
る
―
―
図
録
四
参
照
―
―
）
で
、
Ｂ
ト

レ
ン
チ
と
の
交
ス
地
点
で
は
二
米
の
厚
き
が
あ

っ
た
。
第
４
層
の
下
は
薄
ね
ず

み
色
の
粘
上
層
即
ち
第
３
層
で
二
五
海
の
厚
さ
が
あ

っ
て
、
Ｂ
ト
レ
ン
チ
と
の

ノ

交
ス
地
点
か
ら
南

へ
一
・
七
米
の
所
で
切
れ
て
お
り
、
そ
の
下
は
地
山
の
第
２

層
で
あ
っ
た
。

後
円
部
の
北
側
断
面
は
き
わ
め
て
複
雑
で
、　
一
番
上
層
は
、
赤
褐
色
の
盛
■

層
即
ち
第
６
層
で
七
〇
糎
の
厚
き
が
あ

っ
た
。
二
番
目
に
は
、
後
円
部
の
南
か

ら
続
い
て
い
る
第
４
層
の
盛
上
が
約

一
米
前
後
続
い
て
、そ
し
て
三
番
目
に
は
、

こ
の
第
４
層
に

一
部
お
お
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
な
状
態
で
角
礫
の
合
ん
だ
黒
褐
色

の
腐
触
上
層
即
ち
第
５
層
が
あ
っ
て
、
厚
さ
圧
○
加
前
後
で
、
前
方
部
へ
五
米

五
〇
糎
の
び
て
い
た
。
四
番
目
に
は
、
後
円
部
の
南
か
ら
続
く
第
３
層
が
前
方

部

へ
長
く
続
き
、
最
下
層
は
第
２
属
の
地
山
で
あ

っ
た
。
又
前
方
部
ほ
後
円
部

か
ら
続
く
第
６
層
の
盛
り
上
が
六
〇
糎
の
厚
さ
で
全
体
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、

そ
の
下
は
後
円
部
か
わ
続
く
第
３
層
が
二
０
糎
前
後
の
厚
さ
で
、
Ｂ
ト
レ
ン
チ

と
の
交
ス
地
点
か
ら
二
七

・
三
米
続
い
て
い
て
、
第
３
層
の
下
は
第
２
層
の
地

山
で
あ
る
。
な
お
第
３
層
が
終

っ
て
い
る
地
点
か
ら
北

へ
七
〇
糎
の
所
で

一
部

軟
質
岩
即
ち
第
１
層
が
認
め
ら
れ
た
。

Ｂ
卜
‰
ン５
ガ
で
は
ヽ
Ａ
ト
レ
ン
チ
と
の
交
ス
地
点
に
お
い
て
第
４
層
が
厚
さ

二
米
あ
り
、
そ
の
下
は
第
３
層
が
二
五
糎
あ

っ
て
、
こ
れ
が
東

へ
八

・
二
米
続

い
て
、
そ
し
て
先
端
部
は
外
彎
山
の
状
態
で
終

っ
て
お
り
、
最
下
層
は
第
２
層

で
あ

っ
た
。

Ｃ
ト
レ
ン
チ
で
は
、
上
層
は
赤
掲
色
土
幅
が
四
〇
糎
の
厚
さ
で
あ

っ
て
、
そ

の
下
は
地
山
で
あ

っ
た
。　
一
部
軟
質
岩
層
も
認
め
ら
れ
た
。

②
　
内
　
部
　
主
　
体

後
円
部
に
は
石
室
ら
し
い
何
ん
ら
の
選
構
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

（墳
頂
が
相
当
削
り
取
ら
れ
て
破
壊
さ
木
て
い
る
が
、
元
来
も
し
石
室
が

あ

っ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
に
既
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ

う
か
）

〔注
―
〕
図
録
十

「
発
掘
調
査
記
録
写
真
ｍ
ｌ
」
及
び
図
録
三

「第

一
図
花
山
第

Ｊ
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十
号

・
第
十

一
号
墳
平
面
図
」
参
照

〔注
２
一
図
録
四

「第
二
図
花
山
第
十
号
墳
断
―１１１
図
」
参
照

〔注
３
〕
図
録
三

「第

一
図
花
山
第
十
号

・
第
十

一
号
墳
平
面
図
」
参
照

〔注
４
〕
図
録
四

「第
二
図
花
山
第
十
号
墳
断
面
図
」
及
び
図
録
十

「発
掘
調
査

記
録
写
真
Ｎｏ
２

・
３
」
参
照

〔注
５
〕
図
録
四

「
第
二
図
花
山
第
十
号
墳
断
面
図
」
参
照

２
、
第

十

号

Ｂ

墳

田

位

置

と

墳

丘

本
古
墳
は
前
方
後
円
墳
の
後
円
部
の
く
び
れ
部
に
位
置
し
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
独
自
の
墳
丘
は
全
く
な
く
、
Ａ
ト
レ
ン
チ
に
よ
っ
て
地
表
下
二
五
糎
の
と

こ
ろ
か
ら
蓋
石
の

一
部
を
発
見
し
た
。

地
層
を
上
か
ら
順
に
説
明
す
る
と
、
四
〇
糎
ま
で
が
第
６
層
の
盛
り
上
で
、

こ
の
層
中
に
石
室
の

一
部
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
下
は
厚
さ
二
〇
糎
前
後
の
第
３

層
の
粘
土
層
が
あ
っ
て
、
最
下
層
は
第
２
層
の
地
山
に
な
っ
て
お
り
、
石
室
の

基
底
部
は
約
二
〇
糎
第
２
層
の
中
に
入
っ
て
い
た
。

②
、
内
　
部
　
主
　
体

主
軸
を
北
三
十
度
西
偏
す
る
竪
穴
式
石
室
で
、
石
室
の
大
き
さ
は

一
八
五
糎

×
五
五
糎
、
高
さ
五
〇
糎
の
非
常
に
小
規
模
な
も
の
で
あ

っ
た
。
蓋
石
は
四
枚

鵬
嘲
は
」
赫
ど
婦
蜘
¨
時
は
れ
劃
」
櫛
Ⅷ
の

一
部
が
消
矢
し
て
い
て
、
石
室
内

石
室
内
部
の
よ
う
す
を
下
か
ら
順
に
説
明
す
る
と
、
石
室
基
底
部
に
厚
さ
七

糎
、
巾
二
〇
―
二
五
糎
の
扁
平
状
の
割
り
石
が
七
枚
敷
か
れ
て
お
児
、
そ
の
上

に
二
〇
糎
前
後
の
第
３
層

（粘
土
層
）
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
層

中
に
は
一
部
側
壁
が
入
り
込
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
上
に
厚
さ
五
―
二
五
糎

の
石
が
側
壁
と
し
て
ニ
ー
三
枚
積
み
あ
け
ら
れ
て
い
た
。
石
室
の
南
側
及
び
北

側
で
は

一
枚
の
扁
平
状
の
割
り
石
を
立
て
て
側
壁
に
使
用
し
、
そ
れ
が
た
お
れ

〔注

７
〕

な
い
よ
う
に
三

銀
姻
枚
の
石
で
さ
さ
え
、
需
石
に
は
厚
さ
五
―

一
〇
糎
の
も
の

が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

又
石
痣
納
瑯
の
南
側
の
土
砂
を
整
理
中
管
玉
四
箇

（内
二
箇
は
破
損
）
、
ガ

ラ
ス
小
正
三
箇
を
発
見
し
た
が
、
出
土
地
点
の
詳
細
は
判
明
し
が
た
か
っ
た
。

０
　
出
　
土
　
遺
　
物

出
土
遺
物
は
小
型
の
碧
石
製
管
玉
四
箇

　

（内
二
筒
は
破
損
）
大
き
さ
は
完
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形
品
Ｃ
長
さ
一
・
六
糎
、
直
径
四
粍
と
、
青
色
の
ガ
ラ
ス
小
玉
二
箇
、
直
径
六

粍
の
も
の
以
外
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
も
前
記
の
ご
と
く
出
土
状
態
は

石
案
内
の
二‐．
砂
整
理
中
発
見
の
た
め
位
置
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。

〔注
―
〕
図
録
三

「第

一
図
花
山
第
十
号

・
第
十

一
号
墳
平
而
図
」
参
照

〔注
２
一
図
録
四

「第
二
図
花
山
第
十
号
墳
断
面
図
」
参
照

〔注
３
〕
図
録
六

「第
四
図
花
山
第
十
号
Ｂ
墳
」
参
照

〔注
４
一
図
録
十

「発
掘
調
査
記
録
写
真
Ｎｏ
４
」
参
照

〔注
５
〕
図
録
七

「第
五
区
花
山
第
十
号
Ｂ
墳
」
及
び
図
録
十

「発
掘
調
査
記
録

写
真
Ｎｏ
６
」
参
照

〔注
６
一
図
録
六

「第
四
図
花
山
第
■
号
Ｂ
墳
」
参
照

〔注
７
〕
図
録
十

「
発
掘
調
査
記
録
写
真
Ｎｏ
７

・
８
」
参
照

〔注
８
〕
図
録
六

「第
四
図
花
山
第
十
号
Ｂ
墳
」
参
照

〔注
９
〕

〔注
的
〕
図
録
十

「発
掘
調
査
記
録
写
真
Ｎｏ
９
及
び
実
測
図
」
参
照

３
、
考
　
　
　
　
察

前
方
後
円
墳
全
般
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
先
ず
構
築
面
に
お
い
て
、
墳
丘

の
基
盤
の
地
山
に
接
し
て
薄
ね
ず
み
色
の
粘
上
層
が
二
五
糎
前
後
の
厚
さ
に
張
り

め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
上
層
は
附
近

一
帯
の
水
田
の
上
層
と
全
く
同
じ
も

の
で
あ
る
。

今
木
古
墳
の
構
築
順
序
を
考
え
て
み
る
と
、
古
墳
構
築
以
前
に
は
こ
の
地
帯
も

幾
分
傾
斜
が
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
の
自
然
の
地
形
に
構
築
す
る
こ
と
は
不
可
能
な

こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
ま
ず
第

一
に
前
方
部
に
あ
た
る
斜

面
即
ち
尾
根
の
支
脈
の
一
部
を
削
り
取
り
地
盤
を
平
坦
に
し
て
、
第
二
に
薄
ね
ず

み
色
の
粘
土
層
を
基
盤
全
体
に
布
設
し
た
。
こ
の
粘
土
層
は
人
工
的
で
あ
る
こ
と

は
、
古
墳
の
基
盤
に
お
け
る
分
布
状
態
や
、
粘
上
層
の
終
り
が
Ｂ
ト
レ
ン
チ
に
お

い
て
丸
味
を
お
び
て
終

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
な

お
」１
つ
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
粘
上
層
は
附
近
の
水
田
下
層
の
粘
土
と
全
く
同
じ

で
、
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
占
墳
に
布
設
さ
れ
て
い
た
粘
土
層
は
水
田

の
粘
上
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
後
円
部
を
前
方
部
よ
り
高
く
す
る

た
め
に
、
先
に
地
盤
を
平
坦
に
し
た
時
、
削
り
収
っ
た
地
山
の
上
を
盛
り
上
と
し

て
、
も
し
Ａ
墳
が
存
在
し
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
石
室
を
築
造
し
、
同
時
に
Ｂ
墳
を

も
築
造
し
た

（
但
し
Ｂ
墳
築
造
に
つ
い
て
は
更
に
後
述
す
る
）
。
第
四
に
全
体
に

附
近
の
表
上
を
盛
土
と
し
て
古
墳
全
体
の
墳
丘
を
築
成
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ

る
。
前
方
部
は
ほ
と
ん
ど
平
坦
に
な
っ
て
い
た
が
、
元
来
は
あ
る
程
度
の
墳
丘
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
は
即
座
に
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

次
に
Ｂ
墳
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
既
に
帯
石
の

一
部
が
破
壊
さ
れ
盗
掘
を

物
語
っ
て
い
る
。
側
壁
も

一
部
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
盗
掘
後
土
砂
が
石

室
内
に
埋
っ
た
際
に
自
然
に
破
壊
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
石
室
は
非
常
に
小
規
模

な
も
の
で
、
石
材
に
は
緑
泥
片
岩
及
び
石
英
質
縁
泥
片
岩
を
半
々
の
状
態
で
使
用

ヽ
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ヽ

さ
れ
て
い
た
。
近
く
に
こ
れ
ら
石
材
の
採
掘
跡
と
思
わ
れ
る
簡
所
が
見
受
け
ら
れ

る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
石
材
の
大
き
さ
も
附
近
の
古
墳
と
比
較
し
て
全
般
的
に
小

さ
く
、　
一
番
大
き
い
蓋
石
で
八
〇
糎
ヽ
五
〇
糎
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
側
壁
に

使
ナ‐‐
さ
れ
て
い
る
石
材
は
、
紀
州
の
後
期
古
墳
で
は

一
般
に
扁
平
状
の
割
り
石
を

多
く
使
用
し
て
い
る
が
、
本
古
墳
で
は
立
体
的
な
割
り
石
を
使
用
し
て
い
た
。

蓋
石
の
状
態
は
、
蓋
石
と
蓋
石
と
の
す
き
間
を
埋
め
る
た
め
に
さ
ら
に
上
に
扁

平
状
の
割
り
石
を
使
用
し
て
お
り
、
他
の
一
般
の
竪
穴
式
石
室
の
そ
れ
と
異
な
る

も
の
で
な
か
っ
た
。
又
石
室
基
底
に
は
緑
泥
片
書
の
七
枚
の
割
り
石
を
敷
設
し
て

い
た
が
、
こ
れ
は
特
別
史
跡
岩
橋
千
塚
の
第
六
十
四
号
墳
、
七
十
六
号
墳
、
八
十

一
号
墳
、
九
十
四
号
墳
等
に
み
ら
れ
る
も
の
と
同
様
の
も
の
で
あ

っ
た
。

本
古
墳
に
お
け
る
唯

一
の
特
色
は
、
普
通
竪
穴
式
石
室
に
見
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
側
壁
は
石
材
の
み
で
築
造
さ
れ
て
い
る
の
に
比
較
し
て
、
本
古
墳
で
は
、
側
壁

の
一
部
に
古
墳
全
体
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
粘
土
層
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
即
ち
石
室
基
底
に
敷
設
さ
れ
た
七
枚
の
割
り
石
は
、
粘
土
層
の
下
に
敷
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
粘
土
層
を
は
り
め
ぐ
ら
す
以
前
か
、
又
は
同
時

に
敷
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
七
枚
の
割
り
石
の
上
に
直
接
側
壁
が

認
め
ら
れ
た
の
は

一
部
で
大
半
は
粘
土
層
の
上
に
側
壁
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
類
例
は
、
特
別
史
跡
岩
橋
千
塚
を
中
心
と
す
る
本
県
の
附
近

一
帯
の
古
墳
群
か

ら
は
見
い
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

出
土
遺
物
の
管
玉
、
ガ
ラ
ス
玉
は
本
県
に
お
け
る
普
通
後
期
古
墳
に
見
ら
れ
る

も
の
と
同

一
で
あ
る
が
、
特
に
管
玉
は
長
さ

一
・
六
糎
、
径
〇

・
四
糎
の
小
型
で

精
統
な
製
作
の
も
の
で
あ
っ
た
。

よ
う
す
る
に
本
古
墳
は
、
石
室
の
構
造
や
出
土
遺
物
の
点
か
ら
考
え
て
、
特
別

史
跡
岩
橋
千
塚
を
中
心
と
す
る
本
県
の
後
期
竪
穴
式
石
室
と
何
ん
ら
変
る
所
が
な

く
自
ら
後
期
古
墳
に
比
定
で
き
よ
う
。

）

〔注
１
〕
図
録
四

「第
二
図
花
山
第
十
号
墳
断
面
図
」
参
照

一注
２
〕
図
録
四

「第
二
図
花
山
第
卜
号
墳
断
面
図
」
参
照

〔注
３
〕
図
録
六

「第
四
図
花
山
第
十
号
Ｂ
墳
」
参
照

〔注
４
〕
図
録
五

「第
二
図
花
山
第
十
号
Ｂ
墳
」
及
び
図
録
十

「
発
掘
調
査
記
録

写
真
阻
５
」
参
照

〔注
５
〕
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告
第

一
輯
―
―
和
歌
山
県
、

大
二
十
二
年
―
―
参
照

〔注
６
〕
図
録
六

「第
四
図
花
山
第
卜
号
ゝ
墳
」
参
照
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二
、
第

十

一
号

墳

１
、
位

置

と

墳

丘

木
古
墳
は
今
回
の
調
査
対
象
古
墳
中
最
も
低
い
地
に
あ
っ
て
、
第
十
号
墳
後
円

部
と
著
る
し
く
接
近
し
て
い
る
円
墳
で
あ
る
。
即
ち
第
十
号
墳
墳
丘
の
南
側
基
底

部
と
本
古
墳
墳
丘
の
北
側
基
底
部
と
思
わ
れ
る
地
点
と
の
間
か
く
は
五
米
で
あ

っ

た
。
そ
し
て
本
古
墳
の
南
側
は
急
勾
配
に
な
り
、　
一
帯
の
尾
根
の
終
り
を
示
し
て

い
る
。

墳
丘
は
測
最
し
え
た
現
状
で
は
、
直
径
八
米
、
高
さ

一
。
三
米
で
、
墳
預
部
は

´
注

―
′

破
壊
し
て
い
て
、
北
側
で
は
は
っ
き
り
し
た
円
形
を
測
量
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

（注
２
レ

っ
た
が
、
南
側
に
お
い
て
わ
ず
か
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

封
上
の
状
態
は
南
側
壁
の
面
で
は
、
二
五
糎
の
厚
さ
で
黒
褐
色
の
腐
蝕
土
層
が

あ
っ
て
、
そ
の
下
は
二
〇
糎
の
厚
さ
の
責
褐
色
土
層
が
続
き
、
最
下
層
は
赤
褐
色

の
地
山
で
あ
っ
た
。
北
側
壁
の
面
で
は
、
二
〇
糎
ま
で
が
黒
褐
色
の
腐
蝕
土
層
で
、

そ
の
下
は
厚
さ
四
〇
糎
の
責
褐
色
土
層
で
あ
り
、
最
下
層
は
軟
質

岩

層
で
あ

っ

た
。
発
掘
の
際
に
は
、
地
表
下
三
〇
糎
の
所
で
側
壁
の
一
部
に
達
し
た
。

２
、
内
　
部
　
主
　
体

主
軸
を
北
三
十
度
西
偏
す
る
竪
穴
式
石
室
で
石
材
に
は
緑
泥
片
岩
の
割
り
石
を

使
用
し
て
い
た
。
石
室
は
表
上
下
三
〇
糎
か
ら
認
め
ら
れ
た
が
、
盗
掘
に
よ
っ
て

既
に
上
部
を
破
壊
さ
れ
、
わ
ず
か
に
基
底
部
が
残
存
す
る
程
度
で
あ

っ
た
。
現
状

で
は
二
七
〇
糎
／
九
二
糎
、
高
さ
三
〇
糎
で
あ
り
、
基
底
部
に
は
北
側
で
厚
さ
六

糎
、
南
側
で
は
二
五
糎
の
層
中
に
玉
石
が
あ
っ
た
。
こ
の
層
は
玉
石
と
土
砂
が
攪

乱
さ
れ
入
り
ま
じ
っ
た
状
態
で
、
南
側
で
は
攪
乱
状
態
の
た
め
確
認
で
き
な
か
っ

た
が
、
北
側
で
は
五
糎
の
厚
さ
で
茶
褐
色
土
層
を
し
き
つ
め
て
い
た
。
そ
の
下
は

，

軟
質
岩
層
で
あ
り
、
側
壁
の
基
底
部
は
こ
の
軟
質
岩
層
の
上
に
直
接
積
み
あ
げ
ら

れ
て
い
た
。
又
玉
石
層
は
石
案
中
央
部
よ
り
南
側
へ
溝
状
に
敷
設
さ
れ
て
い
た
。

‐さ
ら
に
東
側
壁
の
一
枚
の
緑
泥
片
岩
割
り
石
に
、
市
四
糎
、
深
さ
二
糎
の
ノ
ミ
加

Ｉ
痕
が
中
央
部
に
溝
と
な
っ
て
残
存
し
て
い
た
。

遺
物
は
全
く
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

〔注
―
〕
図
録
十

「発
掘
調
査
記
録
写
真
Ｎｏ
Ю
」
参
照

〔注
２
〕
図
録
三

一
第

一
図
花
山
第
十
号

・
第
十

一
号
墳
断
面
図
」
参
照

〔注
３
〕
図
録
八

「
第
六
図
花
山
第
卜

一
号
墳
」
参
照

〔注
４
〕
図
録
十

「
発
掘
調
査
記
録
写
真
Ｍ
Ｈ

・
１２
」
参
照

〔注
５
〕
図
録
九

「第
七
図
録
山
第
十

一
号
墳
」
参
照

〔注
６
〕
図
録
十

「発
掘
調
査
記
録
写
Ｉ
Ｎｏ
ｌ４
」
参
照
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察

既
に
盗
掘
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
た
占
墳
で
あ

っ
た
た
め
、
遺
物
も
全
く
発
見
す

る
こ
と
な
く
終

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
石
室
の
基
底
部
が
残
存
し
て
い
た
の
は
、
せ

め
て
も
の
幸
い
で
あ

っ
た
。

先
ギ
第

一
に
陵
丘
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
本
古
墳
の
墳
丘
南
側
は
急
勾
配
に
な

っ
て

一
帯
の
尾
根
の
終
り
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
尾
根
に
お
け
る
古
墳
構

築
の
限
界
点
と
も
思
わ
れ
る
位
置
に
本
古
墳
が
構
築
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
し
て
構
築
以
前
の
地
形
は
相
当
急
斜
面
で
あ

っ
た
こ
と
を
想
像
す
れ
ば
、

北
側
と
南
側
に
お
い
て
は
自
ら
盛
上
の
状
態
も
違
い
、
測
疑
し
得
た
南
側
の
墳
丘

を
も

っ
て
、
木
占
墳
全
体
の
盛
土
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

第
二
に
古
墳
構
築
の
際
地
山
を
幾
分
平
地
に
し
て
つ
く

っ
て
い
る
が
、
前
述
し

た
よ
う
に
元
の
地
形
が
急
斜

ｌｒｉｌ
で
あ

っ
た
た
め
、
北
側
で
は
地
山
を
軟
質
岩
層
ま

で
掘
り
下
げ
、
反
対
に
南
側
で
は
地
山
の
上
に
少
し
盛
り
上
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
基
盤
を
水
平
な
ら
し
め
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
排
水
施
設
と
考
え
ら
れ

る
遺
構
か
ら
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
石
案
中
央
部
よ
り
南
側
壁

へ

向

っ
て
溝
状
に
敷
設
さ
れ
た
Ｉ
石
層
で
あ
る
が
、
附
近

一
帯
の
占
墳
に
見
ら
れ
る

も
の
と
は
異
な
り
、
排
水
施
設
に
地
盤
の
岩
層
を

一
部
利
用
し
て
い
た
点
に
つ
い

て
で
あ
る
。
即
ち
北
側
に
お
い
て
は
、
石
室
を
岩
層
の
上
に
直
接
築
き
、
南
側
で

は
北
側
と
水
平
に
な
る
高
さ
か
ら
石
室
を
積
み
あ
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
従

っ
て
排

水
溝
と
し
て
の
Ｉ
石
を
敷
く
場
合
、
北
側
で
は
玉
石
を
敷
か
ず
、
水
平
面
か
ら
岩

層
の
下
る
地
点
よ
り
南
側
に
向

っ
て
中
央
部
に
玉
石
を
敷
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
排
水
満
の
上
に
′‐―
糎
の
厚
さ
で
茶
褐
色
の
上
を
全
体
に
布
設
し
、
石
室

を
平
坦
に
し
て
か
ら
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
敷
石
と
し
て
の
玉
石
を
六
―
七
糎
敷
設

し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
側
に
お
い
て
は

っ
き
り
と
測
定
す
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
中
央
部
よ
り
南
側
に
お
い
て
は
、
盗
掘
に
よ
る
攪
乱
状
態
で
茶
色
褐
上
疇

）

が
は
っ
き
い
と
区
別
で
き
ず
、
排
水
溝
と
し
て
の
玉
石
と
、
敷
石
と
し
て
の
玉
石

が
混
同
し
て
い
た
の
は
残
念
で
あ

っ
た
。

第
二
に
本
古
墳
で
興
味
を
引
い
た
の
は
、
東
側
壁
の

一
枚
に
残
存
し
て
い
た
ノ

ミ
の
加
工
痕
で
あ

っ
た
。
こ
の
石
は
四
二
糎
／
三
四
糎
、
厚
さ

一
∩
糎
の
緑
泥
片

岩
の
割
り
石
で
あ
る
が
、
中
央
部
の
溝
、
も
ち
ろ
ん
表
面
に
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
点

々
と
し
て
ノ
ミ
痕
か
代

っ
て
い
た
。
こ
の
ノ
ミ
痕
か
ら
推
測
す
る
と
、
使
用
さ
れ

た
ノ
ミ
は
巾

一
・
六
糎
前
後
の
も
の
で
、
刃
先
は
幾
分
丸
味
の
お
び
た
も
の
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
考
え
る
に
、
こ
の
石
材
は
も
と
は
側
壁
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
他
の
何
か
に
使
用
目
的
を
も

っ
て
い
た
の
が
、
偶

然
加
工
中
に
意
に
反
し
た
割
れ
方
を
し
た
も
の
か
目
的
が
■
せ
ず
、
本
古
墳
に
使

用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
央
の
溝
は
自
然
石
を
使
用
目
的
の
石
形
に
加
工
し

よ
う
と
し
た
ノ
ミ
痕
で
ぁ

っ
て
、
作
業
中
途
で
目
的
が
果
ぜ
な
か
っ
た
こ
と
を
物

語

っ
て
い
る
。

出
彎
峰
駆
け

．
刺
］
酬
榔

一 及
「

・ 石
第
〔
室

力
琳
蠅
ヽ
訪
蹴
酬

第
、́
の

判
物
「
副
同
剛
颯
け

も し、

の
で
あ
り
、
紀
州
に
お
け
る
竪
穴
式
石
室
と
し
て
は
比
較
的
規
模
が
大
き
く
、
古

墳
時
代
後
期
に
比
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

〔注
―
〕
図
録
九

「第
七
図
花
山
第
十

一
号
墳
」
参
照

〔注
２
〕
図
録

「
発
掘
調
査
記
録
写
真
Ｎｏ
ｌ４
」
参
照

〔注
３
〕
金
谷
克
己
著

「紀
伊
の
古
墳
３
」
参
照

〔注
４
〕
和
歌
山
大
学
考
古
学
研
究
会
発
行

「紀
伊
高
尾
山
古
墳
」
参
照
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以
上
の
よ
う
に
第
十
号
壇
は
測
量
の
結
果
明
ら
か
に
前
方
後
円
墳
で
あ

っ
た
。

後
円
部
に
は
石
室
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
元
来
は
後
円
部
に
も
石
室

が
存
在
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
又
く
び
れ
部
の
竪
穴
式
石
室
が
主
体
で
あ

っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
Ｂ
墳
は
石
室
が
小
規
模
で
あ
っ
た
が
、
わ
ず
か
に

管
■
四
簡
、
ガ
ラ
ス
小
玉
二
箇
の
発
見
が
で
き
、
石
室
の
構
造
や
遺
物
よ
り
考
え

て
、
後
期
古
墳
に
比
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
前
方
後
円
墳
の
乏
し
い
本
県
に
あ
っ
て
、
支
脈
の
一
部
を
利
用
し
た
構

〔注

２
つ

築
方
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
何
よ
り
の
収
穫
で
あ
っ
た
。

叉
第
十

一
号
墳
も
本
県
に
於
け
る
竪
穴
式
石
室
と
し
て
は
比
較
的
規
模
の
大
き

い
も
の
で
あ
っ
て
、
既
に
幣
掘
に
よ

つ
て
遺
物
は
全
く
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
残
存
の
石
字
か
ら
考
え
て
、
後
期
古

墳

に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き

アつ
。最

後
に
こ
の
花
山
古
墳
群
も
特
別
史
跡
岩
橋
千
塚
古
墳
群
と
同
時
代
の
も
の
と

考
え
ら
れ
、
特
別
史
跡
岩
橋
千
塚
古
墳
群
の
範
囲
を
現
在
の
地
域
だ
け
で
な
く
、

花
山
丘
陵
ま
で
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
こ
と
が
痛
感
さ
れ
る
。

〔注
ｌ
〕
前
方
後
円
墳
の
′
、び
れ
部
に
主
体
の
あ
る
例
と
し
て
は

一
、
岐
阜
県
遊
び
塚
古
墳
、
小
川
栄

一
、
岐
卑
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念

物
調
査
報
件
、
第
八
冊
、
昭
和
十
四
年
二
月

一
、
千
葉
県
我
孫
子
町
高
野
山

一
号
墳
、
吉
田
十

一
郎
、
甘
粘
健
、
考

占
学
協
会
第
二
十
五
回
発
表
要
旨

〔注
２
〕
古
墳
の
築
造
に
つ
い
て
は

一
、
茨
城
県
丸
山
古
墳
、
後
藤
守

一
、
大
塚
初
重
丸
山
古
墳
、

１７‐
和
三

十
二
年
十

一
月

）

斉
藤
忠
博
士
著

一．日
本
古
墳
の
研
究
」
古
墳
の
築
造
の
項
、
吉
川

弘
文
館
、
昭
和
三
十
七
年
十

一
月
等
が
あ
る
。

― ‖ ―
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③

①

②

Ｏ

①

花山第10号 、H号墳全景

第10号墳、Aト レンチ断面

第10号 墳、Aト レンチ (前方部ヨリ)

第10号 B墳、蓋石出上状態
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①

０

０

①

③

①

第10号 、B墳全景

第10号 、B墳石室内部

第10号、B墳南側壁

第10号 、B墳北側壁

第10号 、B墳出土遺物
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第HFり 墳石室全景 (北 ヨリ)

第11写 lll、 ノミ加工痕のある石

発掘調市古j責 供養の会



編

集

後

記

花
山
古
墳
群
は
特
別
史
跡
千
塚
古
墳
群
と
と
も
に
、
紀
州
に
お
け
る
代
表
的

な
古
代
遺
い
と
云
わ
れ
、
学
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
な
が
ら
今
日
ま
で
全
く
そ

の
全
貌
を
明
は
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

本
報
告
書
は
、
花
山
古
墳
群
中
、
特
に
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
る
前
方
後

円
墳
で
、
宅
地
造
成
の
土
木
工
事
に
よ
り
破
壊
を
免
れ
な
く
な
り
緊
急
発
掘
調

査
を
行

っ
た
記
録
で
、
本
書
作
成
に
あ
た
り
調
査
員
の
方
々
は
、
公
私
共
多
忙

あ
る
い
は
痛
■
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に

一
度
作
成
で
き
た
報
告
書
を
不
幸
に
も
災
害
に
遭
い
、
再
度
作
成
さ
れ

こ
こ
に
印
刷
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

又
本
書
中
の
航
空
写
真
は
、
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
連
絡
事
務
所
、
八
尾
船
空

自
衛
隊
の
御
協
力
に
よ
リ

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
撮
影
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
木
報
告
書
作
成
ま
で
種
々
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
各
位
に

た
い
し
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
九
年
二
月

一
日
印
刷

昭
和
三
十
九
年
二
月
十
日
発
行

花

山

古

墳

印 発 編
刷 行 集

花
山
古
墳
緊
急
発
掘
調
査
会

和
歌
山
市

教

育
委

員

会

Ｋ
Ｋ
　

東
　
洋
　
印
　
刷



和 歌 山市 教 育 委 員 会




